
（別紙） 

 

「コンビナート港湾における地震・津波対策検討会議」の設置について 

 

１．趣旨 

東日本大震災では、沿岸部にコンビナートが立地する港湾においても地震及び津波によ

る被害が発生し、港湾活動や周辺の市街地へも影響が生じた。 

切迫性が指摘されている首都直下地震及び東海・東南海・南海地震等の大規模地震が発

生した場合、産業集積の進んだ地域であることから甚大な被害による産業活動への影響が

生じ、臨海部のみならず我が国の産業活動及び背後の市民生活にも多大な影響を及ぼすこ

とが懸念される。 

  大規模地震・津波に対するコンビナート港湾及び周辺の安全性を確保し、ひいては臨海

部の産業・物流・エネルギー供給の維持を図るため、コンビナート等が立地する港湾の防

災に関わる省庁横断的な会議を設置し、関係行政機関、関係団体など多様な関係者間の情

報交換等により、コンビナート港湾における地震・津波対策を検討することとする。 
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